
2025.10.14～１９
インド・ケララ州とのMOU更新 訪印報告

１． 訪印スケジュール

２． 訪印団名簿

３． 在インド日本国大使館訪問・大使面会

４． 在チェンナイ日本国総領事面会

５． MOU調印式

６． 記者会見

７． ジャパンメラ（日本産業展）

８． ケララ州内各所視察

９．  MOU更新後の取組み方針
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１． 訪印スケジュール
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10:00～11:30

MOU調印式

 【インド・ケララ州政府主要登壇者】
　①ケララ州政府　ラジーヴ産業大臣
　②ケララ州政府　ハニーシュ産業主席次官（署名者）

【在チェンナイ日本国総領事館登壇者】
　①高橋総領事

13:30～13:40

記者会見　
「圏域へのインド・スパイス工場進出及び日本酒貿易等、印日経済交流の提案」

【登壇者】
　①印日商工会議所ケララ（インジャック）　ビジュ会長
　②中海・宍道湖・大山ブロック経済協議会　田部会長
　③中海・宍道湖・大山圏域市長会　上定会長
　④在チェンナイ日本国総領事館　高橋総領事

15:00～16:00 ラジャギリ病院視察 コチ

　　　　　　　　　　　　　上定会長・飯塚出雲市長・藤井課長・𠮷村主幹・田代所長

　　　　　　　　　　　　　　　コチ22:00　➡　ベンガルール23:10

　　　　　　　　　　　　　伊達市長・伊木市長ほか　市長会メンバー

　　　　　　　　　　　　　　　コチ20:10　➡　デリー23:30

　　　　　　　　　　　　　上定会長・飯塚市長・藤井課長・𠮷村主幹・田代所長

　　　　　　　　　　　　　　　ベンガルール2:40　➡　成田14:15

　　　　　　　　　　　　　　　成田　➡　羽田18:15　➡　出雲19:45

　　　　　　　　　　　　　伊達市長・伊木市長ほか　市長会メンバー

　　　　　　　　　　　　　JAL　デリー19:15　➡　羽田

　　　　　　　　　　　　　ANA デリー18:00　➡　羽田

　　　　　　　　　　　　　JAL　羽田6:20着

　　　　　　　　　　　　　　　　　羽田10:10　➡ 出雲11:35

　　　　　　　　　　　　　ANA 羽田5:55着

　　　　　　　　　　　　　　　　　羽田9:10  ➡ 米子10:30

6日目
10/19
(日）

機内泊

5日目
10/18
（土）

宿泊地

4日目
10/17
（金）

コチ
（ラマダリゾート）

機内泊

デリー

日次 月日曜 時刻 用務等 用務地

2025.10月　訪印スケジュール

Aグループ

Aグループ

Bグループ

Bグループ

Bグループ
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２． 訪印団名簿
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３． 在インド日本国大使館訪問・大使面会

１．日 時 令和７年１０月１５日（水） ９：３０～１０：３０

２．場 所 在インド日本大使館 110会議室

３．大使館出席者

小野啓一大使

横手参事官（外務省）、鈴木書記官（経産省）、 森井大使館職員

４．次第

①小野大使歓迎挨拶

②訪問団3団体代表者挨拶

上定圏域市長会会長

田部ブロック経済協議会会長

松尾山陰インド協会会長

③意見交換

④3団体からの記念品贈呈

⑤写真撮影（事務所玄関ホール）

■小野啓一大使とMOU更新後の経済交流について意見交換

これまでの10年間の圏域の取組みを評価

2025年8月の日印首脳会談を経て、今後インドとの
人材交流・投資がさらに活発となる見込み

世界一の人口14.5億人、経済成長率6.5％の勢いのある市場であり、
 日本の経済連携先として有望

日印の地方間交流活性化に期待
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４． 在チェンナイ日本国総領事面会

１．日 時 令和７年１０月１６日（木）

１１：００～１２：００

２．場 所 ラマダリゾート ビジネスセンター

３．総領事館出席者

高橋宗生総領事、湯澤領事

４．次第

①訪問団3団体代表者挨拶

上定圏域市長会会長

田部ブロック経済協議会会長

松尾山陰インド協会会長

②高橋総領事コメント

③意見交換

④3団体からの記念品贈呈

⑤写真撮影

■高橋宗生総領事とMOU更新後の経済交流等について意見交換

これまでの10年間の圏域の取組みを評価
IT人材：「高度人材」レベルではなくとも日本で通用する者は多い。
技術系人材：年間150万人の学生を輩出し、建築現場監督での人材活用も進む。
漁業：東部チェンナイ側の漁獲量は減少しているが、ケララ側は深刻ではない。

 養殖は増えている。船の冷蔵設備は弱い。
公衆衛生：意識は低い。トイレは不足しているため大成工業の技術は可能性有。
MOU更新：インド側の強い意向である「3ヶ月以内に実施計画を策定する」と
いうのは州政府の選挙に関係する可能性あり。人が交替するとガラッと変わる
印象はある。2025念8月にモディ首相が来日して経済連携の機運は高まっている
が､5年で政権が変わるというインド政局の問題は常に懸念されている。
経済交流の体制：日本国ではJICAやJETROが担っているので活用してほしい。
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５． MOU調印式

１．日 時 令和７年１０月１7日（金） １0：００～１1：3０

２．場 所 ラマダリゾート 式典会場

３．次第

① 開会、政府・経済界署名者紹介

② ケララ州政府 ラジーヴ産業大臣挨拶

③ 在チェンナイ日本国総領事館 高橋総領事挨拶

④ ケララ州政府代表（署名者）ハニーシュ産業主席次官挨拶

⑤ 日本側行政代表 中海・宍道湖・大山圏域市長会 上定会長挨拶

 MOU更新のポイントプレゼン

⑥ 日印商工会議所ケララ（インジャック）代表

ビジュ・ジェイコブ会長挨拶

⑦ 日本側経済界代表

中海・宍道湖・大山ブロック経済協議会 田部会長挨拶

⑧ 山陰インド協会代表 松尾会長挨拶

⑨ MOU署名式（行政・経済界）

⑩ 記念品交換・写真撮影

■ラジーヴ大臣の都合により、以下の予定はキャンセルとなった

・記念品交換及び写真撮影(行政・経済界個別に行うもの）

・署名後のMOUを携えての全員での写真撮影

      ・合同記者会見

2015年12月締結の経済交流覚書の内容を拡充・具体化

9分野を重点分野として設定し、3ヶ月以内に実施計画の骨子を策定

①農業 ②漁業 ③貿易 ④造船 ⑤観光 ⑥IT ⑦環境・エネルギー
⑧アーユルヴェーダ（インドの伝統医療） ⑨福祉・医療

同時に、中海・宍道湖・大山ブロック経済協議会と山陰インド協会と

印日商工会議所ケララ(INJACK)による経済団体間の覚書も更新

ラジーヴ産業大臣 「覚書の更新はケララ州と圏域の関係を強化するための

重要な一歩であり、主要分野での連携を促進していく」

ラジーヴ産業大臣 行政MOU署名 経済界MOU署名

インジャック ビジュ会長（中央左）・ラジーヴ産業大臣（中央）・ハニーシュ産業主席次官（中央右）
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ケララ州政府と中海・宍道湖・大山圏域市長会 MOUを更新
～新たな協力のステージへ～

・中小企業間のネットワーク発展のためビジネス代
表団と要人との交流実施1.

・ビジネスマッチング会合、セミナー等のイベント開
催への支援2.

・経済、教育、文化、行政及び国際協力の交流
創出
・個別の交流は必要に応じて別途覚書

3.

・経費はそれぞれ負担4.

・産学官のネットワーク発展のため要人をはじめ
 各レベルでの交流実施1.

・経済訪問団派遣、商談機会創出、人材交流、
技術交流、共同研究などの活動への支援2.

前文

・経費はそれぞれ負担６.

・農業、漁業、貿易、造船、観光、IT、環境・エ
ネルギー、アーユルヴェーダ、福祉・医療分野を
中心に交流創出

３.

５.

・３か月以内を目途に実施計画の骨子を策定４.

交流の拡充と多層化

交流活動の拡充

★経済協力分野

の明確化

★実施計画の策定

変更なし

交流の深化と
協力の発展的継承 ・築いてきた信頼関係を基礎に交流を促進し両

地域の持続的発展につなげるために互いに協力前文
・取引、投資及び経済関係を発展させるために互
いに協力

2015.12.11 締結 2025.10.17 更新

・学術、教育、文化、行政、国際協力の交流創出
多分野交流の拡充

MOUのポイント

当日配布資料
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Renewal of MOU between the Government of Kerala and the Lake Nakaumi, Lake Shinji & Mt. Daisen Area Mayors’ Association

— Towards a New Stage of Cooperation —

・ Exchanges between business delegations 

and dignitaries to develop networks among 

small and medium-sized enterprises
１.

・ Support for organizing business matching 

meetings, seminars, and similar events２.

・ Exchanges in economy, education, culture, 

administration, and international cooperation

・ Separate memorandums as necessary for 

individual exchanges

３.

・ Each party to bear its own expenses４.

・ Exchanges at all levels, including dignitaries, to develop network 

among industry, academia, and government１.

・ Support for activities including sending mutual economic 

delegations, creating business matching opportunities, human 

resource exchange, technical exchange, and collaborative research
２.

Preamble

・ Each party to bear its own expenses６.

・ Exchanges mainly in agriculture, fisheries, trade, shipbuilding, 

tourism, IT, environment and energy, Ayurveda, welfare, and 

healthcare
３.

５.

・ Outline of an action plan to be formulated within approximately 

three months４.

Expansion and multi-layering of 

exchanges

Expansion of exchange activities

★Clarification of the fields of 

economic cooperation

★The formulation of an action plan

No changes

Deepening of exchanges and 

progressive continuation of cooperation
Cooperation to promote exchanges based on mutual trust and 

contribute to the sustainable development of both regionsPreamble
Cooperation to promote trade, 

investment, and economic relations

Signed: December 11, 2015 Renewed: October 17, 2025

・ Exchanges in academia, education, culture, administration, and 

international cooperation

Expansion of multi-sectoral exchanges
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２０２５．１０.17 MOU更新（日本語）
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２０２５．１０.17 MOU更新（英語）
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２０２５．１０.17 MOU更新（ヒンディ語）
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６． 記者会見

１．日 時 令和７年１０月１7日（金） １3：3０～１3：4０

２．場 所 ラマダリゾート 式典会場

３．登壇者

①印日商工会議所ケララ（インジャック） ビジュ会長

②中海・宍道湖・大山ブロック経済協議会 田部会長

③中海・宍道湖・大山圏域市長会 上定会長

④在チェンナイ日本国総領事館 高橋総領事

中海・宍道湖・大山圏域へのインド・スパイス工場進出

及び日本酒貿易等、印日経済交流の提案

インジャック ビジュ会長

田部会長との話しの結果、自分が日本でスパイスの生産をすることを検討
していくこととなった。そして自分も醸造を行っているので田部会長の
酒蔵など日本酒とのコラボなどにも取り組みたい。

中海・宍道湖・大山ブロック経済協議会 田部会長

昨日の会食でビジュ会長から「日本でスパイス工場を建設したい」との
話しを聞き、ＭＯＵ更新を踏まえてビジュ会長へ山陰エリアでのスパイス
工場建設をお願いした。我々で土地を提供し建設をサポートしたい。

中海・宍道湖・大山圏域市長会 上定会長

MOUに実施計画の骨子を作ることを盛り込んだ。両会長が手を取り
合って具体的なプロジェクトの検討を進められることを喜んでいる。5市
としても圏域において民間の皆様が活発に連携・交流され具体的なプロ
ジェクトが進むように後押しをしていく。

在チェンナイ日本国総領事館 高橋総領事

素晴らしいこと。これからの10年、ケララの産業が益々発展することを
願っている。
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７． ジャパンメラ（日本産業展）

１．日 時 令和７年１０月１6日（木）・17日（金）

２．場 所 ラマダリゾート 屋外ドーム施設

３．日本企業・団体ブース

①東亜ソフトウェア（米子市）  

  ②大成工業（米子市）

③テクノプロジェクト（松江市） 

④中海・宍道湖・大山圏域観光局

⑤鳥取県（イースクエア、ノーチスラボ）

圏域4企業・団体+鳥取県を含む日系企業・ケララ州企業30社が出展
2日間で300人のインド企業関係者が来場
観光PRプレゼン・パネルディスカッションにも参加

圏域出展者において計22件の商談
（東亜ソフトウェア、大成工業、テクノプロジェクト、圏域観光局）

圏域観光局において、ケララ州の旅行会社との連携でインド企業向
 けインセンティブ旅行商品化の検討が進む
（例：インド→東京・大阪・京都など→山陰企業・工場・観光地）

圏域観光局・東亜ソフトウェア・テクノプロジェクトがパネスディ
スカッションに登壇して発表を行う
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８．ケララ州内各所視察

①コチ漁港 水揚げ量インド最大級

日時 ：令和７年１０月１6日（木）4:30～5:30

早朝の水揚げや競りの様子を視察

魚種としては年間ではイワシが多く人気

キハダマグロやカツオ、タチウオ、ロウニンアジ、カマス、シイラ、
ウマヅラハギ、ハモなど境漁港と魚種が似ている印象
日本では鮮度を保つには〆めたり、内臓除去が必要だが

インドでは内臓が入ったままの方が新鮮であるという認識のため
処理せず出荷される
水揚げされた魚は、プラスチック製のコンテナや地べたに直置き

氷もブロックで用意されており、現場で粉砕して使用
衛生・鮮度管理向上やコールドチェーン構築に連携の可能性あり

②Synthite（シンタイト）スパイス工場 世界市場シェア3割

日時 ：令和７年１０月１6日（木）15:30～16:30

日印商工会議所ケララ（インジャック）ビジュ会長が経営する会社

 企業紹介動画鑑賞、工場視察、記念撮影

 中国、スリランカ、ベトナム、ルワンダに工場を展開

日本の大手食品会社とも取引、圏域への進出可能性を検討

③ラジャギリ病院
2017年に島根大学医学部附属病院と病院連携を締結

日時 ：令和７年１０月１７日（金）15:00～16:00

企業紹介動画鑑賞、工場視察、記念撮影

学生・教員を相互派遣(実習中の島根大学医学部生にも面会)

アーユルヴェーダ医療にも取組む

スパイス工場

ラジャギリ病院
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９．  MOU更新後の取組み方針

「信頼と交流」の10年から「実行のステージ」へ

これまで10年（2015～25年）の実績
・IT人材の受入（学生インターン受入：70人、圏域内企業就職：17人）
・島根大学がケララ州内3大学（コチ理工大学、ラジャギリ工業技術大学、SCMS）と交流協定を締結
・ケララ州出身の国際交流員を松江市で採用
・インドへの経済視察団派遣10回実施

覚書更新を踏まえた今後の方向性
①実施計画の策定 （3ヶ月を目途に骨子を整理）９分野のうち優先的に取り組む分野を検討
②圏域内連携の強化（産学官の協働体制を確立）
③日印相互派遣による人材交流促進 （例：分野別経済視察団の派遣、現場～マネジメントの多層的な人材交流の推進）

当面の取組み
・スパイス工場の圏域進出検討に関する情報を収集・提供
・ケララ州への日本酒輸出・販売について市場・法規制等を考察
・ジャパンメラで打診のあった案件をマッチング

MOU更新後の事業推進体制 ： オール圏域で着実に推進する体制を構築

現状 今後の推進体制（案）

１．組 織 ①圏域市長会 ②ブロック経済協議会 ③山陰インド協会 インド事業産学官連携会議 ※各団体の連絡調整を図る組織

２．組織構成
①圏域市長会   ：5市
②ブロック経済協議会 ：圏域の商工会議所・商工会
③山陰インド協会  ：山陰両県の企業

 ①圏域市長会  ：5市
   ②ブロック経済協議会 ：圏域の商工会議所・商工会
   ③山陰インド協会 ：山陰両県の企業

 ④島根大学 ：島根大学関係機関

３．意思決定 ３組織がそれぞれ決定
実務者のトップレベル会議 ※事務局長ほか
年2回程度のミーティング  ※MOU推進に向けた情報共有や事業調整など

４．事業主体 ３組織がそれぞれ実施 4組織がそれぞれ実施        ※事業調整結果を踏まえて実施

５．予 算 ３組織それぞれ確保 特になし or 会議実費程度  ※各組織で負担

６．事務局 ３組織それぞれ事務局あり 圏域市長会   ※インド事業産学官連携会議の事務局を担う
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